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☆講 演☆

◇助教授　松下幸雄　「鋼溶中酸素分析試料採取法につ

いて（1）」日本学術振興会製鋼第19委員会　製鋼ガス

分析協議会において（1957，7．18）

☆学位取得☆

◇助手　田中　伺（第5部）は「終局荷重設計法に関す

る基礎的研究」により東京大学よb工学博土の学位を受

けた（1956．12，20付）

◇助教授　大島康次郎（第2部）は「テンプ時計の等時

性に関する研究」により東京大学より工学博士の学位を

受けた　 （1957，7．8付・）

◇助手　若林　実（第5部）は学位請求論文「鉄筋＝ン

クJl一トに関する実験的研究」によP東京大学よリエ学

博士の学位を受けた（1957．8．1付）

　　☆生研1トン試験高炉の実験開始☆

　生研第4部金森九郎教授担『当の1トン試．験高炉の32年

度第1次実験は，8月1日から向こう1ヵ月の予定で開

始された．今回の実験目的は，ラテライト鉱石活用のた

めの本格的脱クローム寒験を行うことであって，研究室

員の他に、東京工業大学，千葉工業大学，東京大学，大

阪府立大学，東北大学，名古屋大学，京都大学，千葉大

学のアルバイト学生が参加して実施する．実験経費は，

国の予算の他，日本鉄鋼連盟のあたたかい援助を受けて

いる．

☆ロケット・ブースタ地上試験☆

，，離甥騨繊獅，憲窯濡聡

1　　　筆　者　紹　介
1：◇松永正久助搬轍糖加工学．電子顕磯

1　　　　　・電子回折
1◇伊麟典研究生専攻箭加工学・eeve理諭

｛◇富永五郎　助教授　専攻　物理．幾器学

　◇岡田　繁　技術研究生　専攻　真空工学・電子工学
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田県道川の特設垂直テストスμンドで行われた．330B

燃焼試験は，さきに実験用燃焼筒でt行われ，その際の

燃焼も快調であったが＋今回の実機に友る燥焼でも，同

様の良好な成果が得られた，この330Bと128　Jに組含

わせたW型ロケットの飛しょうは，9月中旬に，同じ場

所で行．われることになっている．

◇高as武雄撒工惇専攻磯工業分析学　…

◇浅原照三　教授　工博　専攻　油脂化学・石油化学

◇三橋啓了　大学院学生　専攻　同上　　　　　　　1

◇高木　昇　教授　工博　避信檀器学　　　　　　　：

◇石橋泰雄　助手　専攻　同上
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